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紙　稲　作　　と

石i　施　成　人・放　鳥　　正

「火北島試盛岡試験地）

1　まえがさ

寒冷地の椙苗祇稲作におhて．欠株の程度．移植後の

苛の立ち上りの良否　並びに出穂遅延等が閉笥点と考え

られるので・これらについて草型品格及び鼎期を異にす

る10曙と吏灯播種期・移楕間を変えた式戦を行ったの

でその結果の概要を報告する．

2　　試験方法

1．供試品種

1）トワダ　2）フジミノリ　8）ハツエソキ　4）

さわにしき　5）奥羽252号　6）オオトリ　7）サ

サシタレ　8）ミ’ヨシ　9）車型AlO）草型abc

2．橋確期・移植期

4日19日播　5月21日額（証．各区共保所帯）

5月18日埼　6円ln臼噂（A）

5月27日播　6月ln臼職（B）

8・播種篭　鳩首概1枚当り54（℃

4・裁慮様式　粂間30X挟間7・5〝　材当り44．4珠

3　試験結果並びに考察

1　立ち上りと晶俺の関係

これは．移楕後の気象条件に多く支・記されるが．この

ことについては既に笥播試験において移植後5日間の積

算気温が6nc以上あれば充分活着し得ることが報告さ

れてレLる・第1図吐移植後の疎音気息75C時における

移植時期利虻示したものである．
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第1拉l移植後椚算気温75℃時の立ち上り剋度

同園に上れば苗代日数の短い6月10日楕（B）のもの

が品種間にあまり毒がをく早い立ち上りを示したが（立

ち上り程度とは完全直立を10とした）5821日橋及

び6月10日植（A）のものは品種の特性，特に移職時の

種

甫丈に大きく左右されるようである．そこで移増時の笥
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立ち上り勉度

第2一周　移随時背丈と立ち上り程碇

丈と立ち上り庵暖との関係をみたのが第2図であり．革

型A品種等のように長育品種吐立ち上り遅く又革型abe

品種等の徳育品種は早い立ち上りを示してレLる．

しかし6810日楕（B）吐いずれの晶増も首丈が12

m以下また葉教も2∩黄でこの場合は苗丈と屯ち上りの
喝係は判然としなかった．

以上より立ち上りの早い晶哺はさヨシ・奥羽252号・

革型abe・遅h品種は革型A・フジミノリ・オオトリ等

であって他の品種は明瞭でなかった，
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2．欠　株

植苗紙稲作にあって間確であ阜欠快について咤・魂3

図のように各品種間に吐余り差がみられないが移稚間の

相違又苗の大小に差がみられ．これらの明係吐苗の電上

りとは逆の牒係虻をってかわ，帯丈の大きいもの（5月

21日経）は欠株少く，甫丈の小さいもの（6月l n白

檀）が多くたっている・

・舛嶋郎∫．ガ　ム．JOA　も108　　ふよ／▲JOA　も．／〇g

第4回　移植時期別収量

8．稲の生育経過

稲の生育吐．本年壮生育中期以唾に低温が続き，それ

がために早櫓吐垂数少く，叉遅檀（6月10計檀）吐出

橿遅延に依り収量は少収であった．しかし弟4図に示す

ように早生種と晩生種ではその差に著しい相違があり，

早生種は移櫓のむくれによる戎収はみられないが．晩生

種は移櫓がおくれる忙伴って減収程度が著しレh　これら

の違いは電熱気温の差と考えられるので出穂期と稔実歩

合との関係をみたのが第5回である．
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第5囲　川根期と稔実歩合

即ち出穂期が8月10日萌であれば稔実歩合は90％

それぞれ80～85％及び7n％以下となって稔実歩合

が低下する！

更に電動に必要を気温は出穂後40日間の平均気温で
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第6周　川穂後40日間平均気粗と稔実歩合

又8815日頃及び8820日以降に出凛したもので吐

20Cが電熱の限界温暖とされているのてこの関係をみ

たのが第6回である．

同園によれば．電熱温度20Cになる臼は8月16日に

なりそれ以前に出穂したものは稔実歩合が85％以上に

なっている．

盛岡地方における出穂限界臼は8820日頃とみなさ

れてし1るが，これは本年の気温が平4三と比較して0．5－

1．5C低く経過しているためである．

本式鰻では8816日以前に出増したものは移櫓時の

早い5月21日櫓だけで，6月111日経のものは早生品

種のみがかろうじて20Cの気温で電熱がなされた・

4　む　す　び

以上の癌異から苗の立ち上り忙ついて吐，長苗品稗及

び苗代日数の長いものが立ち上りが遅く．又移植時に苗

丈が12m以下であれば各晶確聞に差がなく早く立ち上

る．

次いで欠快吐立ち上りと逆の瀾係にあり大苗吐少くをっ

てレトる．従って寒冷地に騒ける稚苗祇稲作昭かhて怯こ

れらの順喝のかねあいがその後の稲の生育収竜に影響す

ると考えられるのでこの点充分考慮して－播種期・移植

期を埠蚕する必要がある．

又稲の生育は中期以後に低温にあい生育は遅延したた

め佗収竜は少収で．粥川：8月2n El以唾に出穂したもの

が減収した．

しかし移鴫時期の違いに上る出穂遅砥穂饗は品種間で

余り明らかで食いがミヨシはその程度が他の品種に救ペ

少をh上うである．従って穂首祇稲作における品種とし

て吐．更佗出穂遅延程産の少h篭嘲型の品種せ瑠壱する

ことが必要と走ろう．


